
 

 

 

 

 

 前期 

（１～４年） 

中期 

（５～７年） 

後期 

（８～９年） 

各期の目標 

楽しむ つかむ 高める 

楽しく学ぶ。 
語彙を増やす。 

学んだことをより確実な力とし
て習得する。 

身に付けた力を総合的に活用
し、深い学びにつなげる。 

主体的な 

学び 

1 学習規律の定着「発表の仕方のルール」 

「発表の仕方ルール」１ 

①自分の考えを述べる 

②理由を述べる 

「発表の仕方ルール」２ 

①自分が主張したいポイントを述べる 
②その理由を述べる 

③理由を裏付ける具体例を挙げる 

④結論を述べる 

【指導の際のポイント】             

〇話し合う必要があるめあての設定や自分の考えを表現させるための手立てを工夫する。 

〇わからない語は必ず辞書で調べるなど、語彙を増やし活用させるための手立てを工夫する。 

2 自己（家庭）学習 

・学習時間 
（３０～４５分）  
・毎日、学習する。 
・与えられた課題に確実に
取り組む。 

・学習時間 
（６０～９０分） 
・集中して取り組む。 
・探究ﾃｰﾏを設定し自分に必要な
学習を行う。 

・復習の徹底 

・学習時間 
（８０～１２０分) 
・自分の進路実現のために必
要な学習を計画的に行う。 

・探究ﾃｰﾏを設定し予習・復習
等、学びの深化を図る。 

基 

礎 

学 

力 

の 

定 

着 

言語
活動 

3 言語活動の充実  

○各学習において思考・判断・表現の場として「書く・話す」活動を設定する。 

・主語と述語を明確にして
表現する。 

・自分の考えとその理由を
明らかにして表現する。 

・判断と根拠、結果と原因の関係
を明らかにして表現する。ま
た、論理的に考え、人との関わ
りの中で伝え合う力を高め
る。 

・ 論理的に思考し、深く共感し

たり豊かに想像したりする

力を養う。 

・人との関わりの中で伝え合う

力を高め、自分の思いを広げ

たり深めたりする。 

 4 基礎・基本の確実な定着 

【重点目標】 各学力テストで市や県の平均を上回ることを目指す。 

国 
語 

・文字の表記が正しくで 
きる。 

・言葉に関心をもち、語彙を
増やす。 

・読書に親しむ。(目標冊数
１人 100 冊以上) 

・筋道を立てて考える力を養い、

自分の考えを書くことができ

る。 

・言葉がもつ価値に気づくととも

に、進んで読書に親しみ、表現を

楽しむ態度を育てる。 

・社会生活に必要な国語の知識

や技能を身につける。 

・言葉がもつ価値を認識し、読

書を通して自己を向上させ、

思いや考えを表現する力を

培う。 

算 
数 

・ 
数 
学 

・整数の四則計算ができ 
る。 

・文章問題のキーワードを
基に題意を理解して解決
する。 

・分数・小数の四則計算ができ
る。 

・問題の意図を理解して解決す
る。 

・必要に応じて数学的活動を選
び、活用する。（５・６年） 

・正負の数の計算及び文字を含

む四則計算ができる。 

・問題の意図を理解し、図を利

用するなどして、論理的に解

決する。 

・解決の方法をわかりやすく説明

する習慣を身に付ける。 

外 
国 
語 

・ 

英 
語 

・外国語を使った「話すこと」
「聞くこと」を中心とした
コミュニケーションを楽
しむ。 

・ローマ字の表記ができ 
る。 
(国語との関連 ３･４年) 

・「聞く」「話す」活動に加え、
「読む」「書く」に慣れ親しみ、
中学校英語への素地を養う。 

・アルファベットの読み書きが
できる。 

・音と文字のつながりを知る。 

・聞くこと、読むこと、話すこ
と〔やりとり〕、話すこと〔発
表〕、書くことを通して、情
報や考えなどを理解した
り、表現したり、伝え合った
りすることができる。 

主体的・対話的で深い学びによる基礎学力の育成 目  標 

令和６年度  野母崎小中一貫青潮学園 学力向上プラン 

（小６４）野母崎小学校 （中３６）野母崎中学校 



具体的な取組 

主
体
的
な
学
び 

１ ねらい 

 学ぶ楽しさを知り、自分の課題に対して、主体的に学ぶ意欲の向上及び学習の習慣化を図る。 

２ 取組 

（１）学習規律の定着 
  ・「発表の仕方のルール」を発達段階に合わせて作成し、掲示する。 
  ・１～９年の児童生徒への指導の徹底を図り、学びの姿勢の習慣化を図る。 

 

 

 

 

 

 

（２）授業の改善 

  ・全職員、共通理解のもと、授業の改善を図る。 

 

 

 

 

 
（３）自己（家庭）学習習慣の定着 
   ・小中学校共通で毎日家庭学習チェックを行い、家庭学習の習慣化、家庭学習の取組方等の改善を図る。 

（４）「主体的・対話的で深い学び」の視点を取り入れた授業改善 

  ・自分の思いを表現したり、話し合ったりする場面を設定した授業を行う。（ティーラン time の設定） 

基
礎
学
力
の
定
着 

１ ねらい 

９年間の系統性を意識し、発達段階ごとの達成目標をもとに、児童生徒の基礎的・基本的学習内容の確実な定

着を図る。 

２ 取組 

（１）乗り入れ指導の実施 

・小中教員で協力してＴＴ指導を行い、より確実な学習内容の定着を図る。 

・中期においては日常的な乗り入れ指導の実施を行う。 

（２）基礎基本の確実な定着 

  ① 朝のスキルタイム（小）・読書タイム（中）の実施（小：月・金曜日 中：毎日） 

・AI ドリル（キュビナ）を活用し、学力の基礎を養う。（小学校） 

・朝読書で読書に親しみ、「読む力」の向上を図る。（中学校） 

 ② 放課後学習教室の実施（小学校） 

   ・学習支援が必要な児童に対し、学校サポーターが学習支援を行う。  

 ③ 夏休み学習教室の実施（中学校） 

   ・夏休みの学習会への自主的な参加を促す。 
   ・教員がつき、質問等に対応する。 

 ④ 復習プリントでの反復練習／計算力の向上 

   ・アシストシートやＡＩ学習ドリル等を活用し、冬季休業中・２・３学期末に復習を行う。 

 ⑤ 教科書の章ごとに小テストを実施（中 ７～９年） 

  ・基本問題の理解の定着を図る。  

⑥ 学期末の算数確かめテストを実施（小 ２～６年） 

  ・基本問題の理解の定着を図る。 

  ・学級や個人の苦手領域を確認し、補充学習により苦手を克服させる。 

（３）英語力向上対策／国際理解教育の推進 

   ・ 中学校英語担当を中心に、英検の受検推進、スピーチの指導など ALT と協力し、指導にあたる。 

（４）言語環境の整備 

掲示板等に資料（ローマ字・英語・俳句等）を掲示し、言葉に関心をもって学ぶことのできる環境を整える。 

評 

価 

① １２月にＣＲＴ（小・中）、９月に英検ＩＢＡ（中）を実施し、現学年の学習内容の達成度を評価する。 
② 次年度の全国学力テスト，県学力テストで達成度を評価する。 

※各学力調査において全国や県・市平均を上回ること、および上回る項目が６０％以上になることを目標と
する。 

 

発表の仕方のルール 

○自分が主張したいポイントを述べる○前○中○後  

○その理由を述べる○前○中○後  

○具体例を挙げる○中○後  

○結論を述べる○中○後  

 

○ 児童生徒の学習意欲を引き出す「めあて」や、学習内容の定着を図る「まとめ」の工夫 

○ 明確な指示やわかりやすい説明 

○ 話合い活動や書く活動等、思考を言語化する場（ティーラン time）の設定の工夫 

○ Chromebook の効果的な活用（ICT の有効活用） 


